
 

≪１２月の行事予定≫  

 

 

 

 

 

 

 

「居場所があるって、大事なんだな」と思います 
校長 西尾 克人 

 岐阜県中津川市に親戚がおり、子供の頃、世話になった叔父さんが入院したとのこ

と、11 月の３連休にお見舞いに行ってきました。叔父さんは思いのほか、元気でホッ

としていると、５年ぶりに従兄弟（いとこ）とも会うことができました。  

 従兄弟は聴覚障害があり、補聴器を付けています。私と兄弟のように育ち、小学校

・中学校は夏休み、冬休み、どちらかの家でほとんど一緒に過ごしました。従兄弟と

話していると、自分の声が大きくなってしまいます。でも、従兄弟は私の口形等を見

て話している内容を理解ができます。  

 従兄弟は福祉施設（飛翔の里）で事務職を務め、

福祉施設の運営にも関わりながら働いています。当

然ですが、福祉のことは、彼の知識にかないませ

ん。その施設（飛翔の里）が病院から近かったた

め、「飛翔の里に、コーヒー、飲みに行かない」と

聞かれ、電車の時間にも余裕があったので、「ぜ

ひ！」と答えました。  

 私は、その職場の話をよく聞かされていました

が、初めて「飛翔の里」にある「げんさいや」とい

う喫茶店に行きました。パンも売っています。パンは知的障害のある方が、作ったり

販売したりしているとのことです。他にも自分のよさを生

かし、様々な物を作っています。例えば、品質のよい石け

ん・ふきんなども作り、販売しています。  

 喫茶店で、おいしいミニパンとカフェオレをいただきま

した。「知的障害のある方がどのような思いでパンを作

り、販売したりしているのかな」と思いました。  

 「やあ、いい所だな」と私が話すと、従兄弟は「給料は

月に何千円という方が大半だけど、それよりも、みんなは

”社会の一員として仕事をしている、頼りにされてる”と誇りをも

てることがうれしいんだよ」と教えてくれました。従兄弟

はいい仕事をしているなと思いました。この福祉施設の方

針が、「どんなに重い障害があっても、人間らしい真に豊かな生活を保障するととも

に、できる限りの自立を目指して、共に歩んでいます。」というものです。「共に」

という言葉が胸に響きます。  

 「誰かと共に過ごし、自分の居場所があることは、生きる意味を見いだせる」と実感しました。 

 学校でも、同じです。 

 

         拝島一小だより   

                         平成３０年１１月３０日           

昭島市立拝島第一小学校    校長 西尾 克人 

 日々の教育活動の中でも、「ありがとう！」、「うれしいよ」などという言葉が

飛び交う学校でありたい。  

 また、「学校・学年・学級で人に役に立っていると思えること」、「自分の居場

所があるということ」を、今より子供が自覚できる学校にしたいと、思いを新たに

した旅になりました。  

喫茶「げんさいや」  

飛翔の里の石けん作り  
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日 曜日 行  事 

１ 土  

２ 日 もちつき大会 

３ 月 
全校朝会 安全指導 

4 時間授業（３－３のみ 5 時間） 

４ 火 参観保護者会（中） 

５ 水 読み聞かせ(１～３年) ４時間授業 

６ 木 参観保護者会（高） 

７ 金 参観保護者会（低） 社会科見学（６） 

８ 土  

９ 日  

10 月 クラブ⑪ 

11 火  

12 水 特別時程 

13 木 なかよし班活動 

14 金  

15 土 土曜補習⑤ 

16 日  

17 月 拝一ピック 

18 火  

19 水 読み聞かせ(１～３年) 

20 木  

21 金 給食（終） 

22 土  

23 日 (祝)天皇誕生日 

24 月 振替休日 

25 火 終業式 大掃除 

26 水 冬季休業（始） 

27 木  

28 金  

29 土  

30 日  

３１ 月  

１2月の生活目標「ゴミをしっかり分別しよう」 

音楽担当 兒 玉 藍 

１１月 8 日（木）に KOTORI ホールで、

昭島市立小学校音楽会が開催されました。 

未来への希望にあふれた、元気いっぱい

の６年生。いつも全力で一生懸命なみんな

は、練習の中で難しい場面でも粘り強く取

り組みました。 

本番、緊張の空気に包まれた舞台で、6 年

生は一人一人の「明日」に目を向けて堂々

と歌い上げました。 

合奏では、迫力のあるイントロと、「Ｙ．

Ｍ．Ｃ．Ａ」の元気なかけ声が響き、会場を

盛り上げました。 

音楽は、人の心を元気にする力があると

感じた音楽会となりました。 

。 

担当 楠 本 純 士 
 11 月 1６・１７日の２日間、音楽会が行
われました。運動会が終わるとほぼ同時に
どの学年も練習が始まり、校舎のあちこち
から元気な歌声、様々な楽器の音が響いて
いました。本番では子供たちの真剣なまな
ざしから、練習を重ねた成果が発揮されて
いたと思います。練習の過程で、それぞれ
の学年のまとまりや一人一人の成長も見ら
れました。また、高学年は会場の準備・片
付けも担当し、学校全体を支える役割も立
派に果たしました。 
 たくさんの保護者・地域の皆様にご来場
いただきました。温かく見守っていただ
き、 ありがとうございました。 

5 年担任 楠 本 純 士 
 11 月 2２日（木）にクリクラ町田工場と読売新

聞府中工場に行ってきました。    

クリクラでは、安全な水がつくられるまでの過程

をコンシェルジュの方に説明していただき、実際に

稼働しているところを見学しました。 

読売新聞では、大量の新聞が猛スピードで印刷さ

れる様子を間近で見ました。工場の方からは、印刷

の仕組みについても詳しく教えていただきました。

本物に触れる貴重な学びの機会になりました。 

担当 菊 地 佑 典 
「ふわふわ言葉 やさしさいっぱい つめこんで」   

５年３組 松岡 晃史   

今年の最優秀賞に選ばれた作品です。来

年のふわふわ言葉旬間の標語になる予定で

す。低学年では、｢言われて嫌な言葉｣と｢言

われてうれしい言葉｣があることを知り、中

学年ではその言葉を使う場面を意識させる

活動をしました。   

今年度の高学年では、「伝えにくいこと

を、伝える。」をテーマに言葉の伝え方を

考えました。今後の生活に生かしてくれる

ことを期待しています。 

※３学期始業式は、１月８日（火）です。 
インフルエンザがはやる季節です。健康管理に十分
ご注意し、穏やかな、年末年始をお過ごしください。 

避難訓練は予告なしの訓練のため、掲載していません。 


